
華厳経に魅了された数学者末綱恕一
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

わ
が
国
は
明
治
維
新
と
と
も
に
西
欧
科
学
技
術
の
全
面
的
導
入
を
図
り
、
社
会
総
体
と
し
て
の
本
格
的
な
近
代
化
・
西
洋
化
へ
と

踏
み
出
し
た
。
近
年
の
研
究
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
す
で
に
、
数
学
重
視
の
考
え
を
支
え
る
思
想
的
根
拠
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
明
治
維
新
以
降
、
数
学
的
知
識
は
よ
り
一
層
重
要
視
さ
れ
、
近
代
西
欧
数
学
の
教
育
・
研
究
の
制
度
化
が
急

務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

西
欧
科
学
導
入
の
い
わ
ば
尖
兵
と
し
て
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
に
東
京
大
学
が
創
立
さ
れ
る
と
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
教

育
を
受
け
、
学
位
を
と
っ
て
帰
朝
し
た
菊
池
大
麓
（
一
八
五
五
︱
一
九
一
七
）
が
日
本
人
数
学
者
と
し
て
は
じ
め
て
数
学
を
教
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
菊
池
大
麓
の
留
学
先
が
英
国
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
近
代
の
数
学
教
育
は
英
国
の
強
い
影
響
の
も
と
に
歩

み
始
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
世
界
の
科
学
研
究
を
ド
イ
ツ
が
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
明
治
十
四
年
の
政
変
を
契
機
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に
、
東
京
大
学
は
ド
イ
ツ
近
代
大
学
を
モ
デ
ル
に
し
て
帝
国
大
学
の
名
称
の
も
と
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
日
本
で
近
代
数
学
研
究
の
制
度
化
を
推
し
進
め
た
の
は
、
菊
池
の
弟
子
で
、
ド
イ
ツ
遊
学
か
ら
帰
朝
し
た
藤
澤
利
喜
太
郎

（
一
八
六
一
︱
一
九
三
三
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
藤
澤
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
か
ら
、
後
に
「
類
体
論
」
と
い
う
、
近
代
整
数
論
の
代

表
的
理
論
の
研
究
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
大
数
学
者
高
木
貞
治
（
一
八
七
五
︱
一
九
六
〇
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
際

的
数
学
者
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
小
論
で
は
、
東
大
で
藤
澤
の
講
義
（
函
数
論
、
楕
円
函
数
論
、
確
率
統
計
論
な
ど
）
を
す
べ
て
聴
講
し
え
た
最
後
の
学
級
に

属
し
、
高
木
貞
治
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
末
綱
恕
一
（
一
八
九
八
︱
一
九
七
〇
）
の
評
伝
的
な
素
描
を
試
み
る
。
数
学
者
末
綱
恕
一
の

生
涯
に
は
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
岡
潔
（
一
九
〇
一
︱
一
九
七
八
）
の
場
合
の
よ
う
な
波
瀾
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
下
村
寅
太

郎
（
一
九
〇
二
︱
一
九
九
五
）
と
の
出
逢
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
︱
一
九
四
五
）
や
後
に
鈴
木
大
拙

（
一
八
七
〇
︱
一
九
六
六
）
に
親
炙
し
て
、
数
学
プ
ロ
パ
ー
に
つ
い
て
は
す
で
に
飽
満
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
哲
学
や
仏
教
、
と

く
に
華
厳
経
の
研
究
に
没
頭
す
る
。
末
綱
は
西
田
哲
学
や
華
厳
思
想
に
基
づ
く
彼
独
自
の
数
学
論
を
展
開
し
、
つ
ね
に
科
学
と
宗
教

の
境
界
上
の
こ
と
を
意
識
し
、
強
く
明
確
な
主
張
を
も
っ
て
い
た
。

　

末
綱
恕
一
は
、
近
代
科
学
技
術
の
独
走
を
迷
信
の
支
配
と
同
様
に
危
険
で
あ
る
と
し
、
宗
教
、
と
り
わ
け
仏
教
と
い
う
も
の
は
、

科
学
技
術
を
包
容
し
て
、こ
れ
に
方
向
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
。
科
学
の
専
門
分
化
が
過
度
に
進
展
し
、

科
学
全
般
の
見
通
し
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
時
代
に
、
総
合
的
な
見
方
の
必
要
性
を
い
ち
早
く
意
識
し
、
既
存
の
学
問
分

野
を
超
え
た
学
際
的
研
究
を
自
ら
実
践
し
た
末
綱
恕
一
、
彼
を
「
近
代
に
お
け
る
科
学
と
仏
教
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
の
一
環
と

し
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
紹
介
し
て
お
く
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
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二
、
末
綱
恕
一
と
高
木
貞
治

　

末
綱
恕
一
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
一
月
二
八
日
、
大
分
県
東
国
東
郡
中
武
蔵
村
（
現
国
東
市
武
蔵
町
）
に
三
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
末
綱
家
は
代
々
医
者
の
家
系
で
あ
っ
た
。
出
生
時
は
母
乳
を
吸
う
力
も
な
い
ほ
ど
の
未
熟
児
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、

五
歳
頃
に
は
、
す
で
に
近
所
の
者
が
舌
を
巻
く
ほ
ど
の
神
童
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
と
い
う
。

　

末
綱
が
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
数
学
科
に
入
学
し
た
の
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
で
あ
っ
た
。
当
時
の
東

京
帝
大
の
数
学
教
室
は
四
つ
の
講
座
（
翌
年
第
五
講
座
が
加
わ
り
、
五
講
座
制
と
な
る
）
か
ら
な
り
、
後
に
「
類
体
論
」
研
究
で
日

本
最
初
の
世
界
的
数
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
高
木
貞
治
教
授
は
第
三
講
座
の
代
数
学
を
担
当
し
て
い
た
。
末
綱
は
そ
の

高
木
に
師
事
し
、
整
数
論
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
時
期
、
高
木
は
ド
イ
ツ
遊
学
を
終
え
、
ま
さ
に
類
体
論
と
呼
ば
れ
る
「
数
の
理
論
」
の
建
設
に
向
け
て
論
文
執
筆
に
没
頭
し

て
い
た
。
東
大
の
数
学
者
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
数
学
で
日
本
人
最
初
の
教
授
と
な
っ
た
菊
池
大
麓
、
二
代
目
が
藤
澤
利
喜

太
郎
、
そ
し
て
高
木
貞
治
が
三
代
目
で
あ
る
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
近
代
西
欧
数
学
の
レ
ベ
ル
は
、
三
代
目
に
し
て
欧
米
に
肩
を
並

べ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
末
綱
は
東
京
帝
大
で
、
世
界
の
数
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
初
の
大
数
学
者
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
、
し
か
も
そ
の
当
人
高
木
の
門
下
生
と
し
て
数
学
研
究
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
こ
と
に
な
る
。
末
綱
は
後
に
こ
の
頃
の
こ
と
を
次

の
よ
う
に
追
憶
し
て
い
る
。

高
木
先
生
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
一
年
ま
で
ド
イ
ツ
に
ご
遊
学
の
際
、
主
と
し
て
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
のH

ilbert

の
所
で
学
ば

れ
、G

auss

の
数
体
に
お
け
る
虚
数
乗
法
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
第
一
次
大
戦
以
来
、
類
体
論
の
構
成
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に
関
す
る
六
つ
の
論
文
を
数
学
物
理
学
会
雑
誌
に
出
し
て
お
ら
れ
る
。
＂
新
撰
算
術
＂
の
よ
う
な
著
述
は
、
私
も
早
く
か
ら
拝

見
し
た
こ
ろ
が
あ
る
程
で
、
そ
の
御
名
は
識
者
の
間
で
は
非
常
に
畏
敬
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
一
般
に
は
ま
だ
た
い
し
て
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
、
先
生
の
画
期
的
な
主
著
「
相
対A

bel

数
体
の
理
論
に
つ
い
て
」
が
、
東
大
紀
要
に
発
表
さ

れ
た
。
私
が
大
学
一
年
生
の
と
き
、
先
生
は
こ
の
偉
大
な
論
文
の
原
稿
を
書
き
と
め
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
学

生
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
全
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
夜
中
に
勉
強
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ

っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
朝
の
講
義
に
大
分
お
く
れ
て
お
で
ま
し
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
も
、そ
の
所
為
で
あ
ろ
う
。（
中

略
）
こ
の
当
時
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
、Landau

の
「
代
数
的
数
と
イ
デ
ア
ル
の
基
本
的
並
び
に
解
析
的
理
論
へ
の
入
門
書
」

（
一
九
一
八
）
を
読
ん
だ
の
が
、
私
が
解
析
的
整
数
論
に
は
い
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。（「
高
木
先
生
の
思
い
出
」）

　

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
三
月
、
末
綱
は
東
京
帝
大
を
卒
業
し
、
す
ぐ
に
九
州
帝
国
大
学
の
講
師
、
そ
し
て
翌
年
に
は
助
教
授

に
昇
進
し
て
い
る
。
因
み
に
大
正
一
一
年
一
一
月
一
七
日
に
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
が
改
造
社
の
社
長
山
本
実
彦
の
招
待
に

よ
り
来
日
し
て
い
る
。
改
造
社
は
、
大
正
時
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
総
合
雑
誌
「
改
造
」
の
発
行
所
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
計
画
は
、

京
都
帝
国
大
学
の
哲
学
教
授
西
田
幾
多
郎
と
東
北
帝
国
大
学
の
理
論
物
理
学
教
授
石
原
純
の
勧
め
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

付
け
加
え
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
同
年
一
一
月
一
〇
日
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
し
て
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
授
与
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
知
ら
せ
を
上
海
経
由
で
日
本
へ
向
か
う
船
上
で
聞
い

た
わ
け
で
あ
る
。

　

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
五
月
一
九
日
に
は
、
末
綱
は
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
助
教
授
と
な
る
。
研
究
分
野
な
ど
も
異
な
り
一
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概
に
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
は
下
村
寅
太
郎
と
比
べ
て
も
す
こ
ぶ
る
順
調
な
昇
進
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
二
七
日
、
末
綱
は
九
州

帝
国
大
学
教
授
で
後
に
日
本
科
学
史
学
会
の
初
代
会
長
と
な
る
桑
木
彧あ
や

雄お

（
一
八
七
八
︱
一
九
四
五
）
の
令
嬢
桑
木
歌
子
と
結
婚
し
、

住
居
を
杉
並
区
和
泉
町
に
定
め
た
。
桑
木
彧
雄
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
、
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
い
、

帰
国
後
、
相
対
論
・
量
子
論
の
紹
介
に
努
め
た
理
論
物
理
学
者
で
、
二
年
前
、
神
戸
港
で
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
妻
を
出
迎
え
た
学

者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

　

末
綱
は
数
学
者
と
し
て
順
風
満
帆
な
研
究
人
生
を
送
っ
て
い
っ
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
理
学
博
土
の
学
位
を
受
け
、

同
二
年
夏
か
ら
同
六
年
三
月
ま
で
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
お
よ
び
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に
留
学
し
、
Ｅ
・
ラ
ン
ダ
ウ

（
一
八
七
七
︱
一
九
三
八
）
の
指
導
の
下
で
多
く
の
成
果
を
上
げ
た
。
Ｅ
・
ア
ル
テ
ィ
ン
（
一
八
九
八
︱
一
九
六
二
）
や
Ｈ
・
ハ
ッ

セ
（
一
八
九
八
︱
一
九
七
九
）
と
親
交
を
結
ん
だ
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
帰
国
す
る
と
、
末
綱
は
西
欧
の
い
わ
ば
新
し
い
数
学
の

空
気
を
東
京
に
移
そ
う
と
し
た
。
高
木
教
授
を
中
心
に
数
学
教
室
で
毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
談
話
会
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
そ
れ
ま
で
第
一
講
座
で
解
析
学
を
担
当
し
て
い
た
坂
井
栄
太
郎
の
定
年
退
官
の
後
を
受
け
て
、
高
木

が
微
分
積
分
学
の
講
義
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
代
数
学
の
講
義
を
末
綱
恕
一
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
、
末
綱
は
教
授
に
昇
進
し
、
そ
の
翌
年
、
高
木
貞
治
教
授
が
満
六
十
歳
で
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
末
綱
は
高
木
の
後
を
継
い
で
、
数
学
第
三
講
座
を
担
当
し
、
高
木
門
下
生
と
し
て
類
体
論
に
特
別
の
関
心
を
も
ち

つ
つ
、
昭
和
一
〇
年
代
中
頃
ま
で
、
一
般
約
数
問
題
や
ア
ル
テ
ィ
ン
の
Ｌ
関
数
に
関
す
る
重
要
な
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
研
究
を
続

け
た
。
そ
の
業
績
は
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
は
、
後
に
世
界
的
名

著
と
し
て
知
ら
れ
る
『
解
析
的
整
数
論
』（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
し
た
。
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三
、
下
村
寅
太
郎
、
そ
し
て
西
田
幾
多
郎
と
の
出
逢
い

　

末
綱
恕
一
が
は
じ
め
て
西
田
幾
多
郎
と
接
し
た
の
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
三
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き

の
こ
と
を
末
綱
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
相
当
寒
い
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
私
は
先
生
の
著
書
を
ま
だ
幾
ら
も
読
ん
で
居
な
か

っ
た
の
で
、
下
村
（
寅
太
郎
）
教
授
の
お
伴
を
し
て
恐
る
恐
る
鎌
倉
へ
参
上
し
た
次
第
で
あ
る
。
鎌
倉
の
あ
の
閑
静
な
応
接
間
で
、

先
生
は
…
…
三
十
分
程
で
私
の
た
め
に
根
本
思
想
を
説
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
御
話
が
進
む
と
先
生
の
双
頬
は
幾
ら
か
紅
潮

を
呈
し
、
洵
に
壮
者
を
凌
ぐ
程
の
元
気
さ
で
、
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
も
の
を
感
ず
る
程
で
あ
っ
た
」。

　

末
綱
自
身
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
末
綱
と
西
田
と
の
出
逢
い
に
は
下
村
寅
太
郎
の
仲
介
が
あ
っ
た
。
下
村
寅
太
郎
は
、

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
八
月
一
七
日
、
京
都
市
東
山
に
生
ま
れ
た
。
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
で
西
田

幾
多
郎
、
田
邊
元
（
一
八
八
五
︱
一
九
六
二
）
に
師
事
す
る
。
彼
は
、
京
都
学
派
に
属
す
る
と
さ
れ
る
主
要
な
哲
学
者
の
な
か
で
た

だ
一
人
の
京
都
出
身
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

下
村
は
、
数
理
哲
学
、
科
学
史
・
科
学
哲
学
の
研
究
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
と
り
わ
け
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
中
心
と
す
る
研
究
は

西
田
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
後
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
」
に
研
究
主
眼
を
移
し
、多
く
の
傑
作
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

末
綱
と
下
村
の
は
じ
め
て
の
出
逢
い
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
頃
、
桑
木
彧
雄
を
中
心
に
し
て
発
足
し
た
日
本
科
学
史
学

会
の
席
上
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
下
村
は
昭
和
一
六
年
三
月
、
京
都
か
ら
東
京
文
理
科
大
学
へ
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
末
綱
の

住
居
の
す
ぐ
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
。
一
方
、
末
綱
は
そ
の
頃
、
東
京
帝
国
大
学
数
学
科
教
授
と
し
て
高
木
貞
治
教
授
定
年
退
官

の
後
を
つ
い
で
、
第
三
講
座
を
担
当
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
互
い
の
住
居
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
末
綱
が
下
村
の
『
科
学
史

の
哲
学
』（
同
年
刊
行
）
に
こ
と
の
ほ
か
関
心
を
示
し
た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、
西
田
幾
多
郎
、
後
に
鈴
木
大
拙
を
共
通
の
師
と
仰
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ぎ
な
が
ら
、
二
人
は
哲
学
に
対
す
る
強
い
関
心
の
も
と
に
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

話
は
少
し
戻
る
が
、
末
綱
と
西
田
が
は
じ
め
て
出
逢
う
前
年
（
一
九
四
二
年
）
一
二
月
七
日
付
の
西
田
の
下
村
宛
書
簡
に
は
、「
菅

井
氏
で
も
末
綱
氏
で
も
此
種
の
人
々
喜
ん
で
お
目
に
か
ゝ
り
ま
す
、
…
…
但
し
時
々
海
辺
ま
で
散
歩
に
出
ま
す
か
ら
御
一
報
あ
ら
ば

尚
結
構
、
話
が
違
ふ
だ
ら
う
か
ら
菅
井
と
か
末
綱
と
か
い
ふ
別
々
が
よ
ろ
し
き
か
、
こ
ち
ら
は
無
論
ど
ち
ら
で
も
構
は
ぬ
が
」
と
あ

る
か
ら
、
下
村
が
西
田
に
末
綱
訪
問
の
許
し
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
末
綱
訪
問
の
直
前
直
後
の
下
村
宛
書
簡

で
、
西
田
は
、「
末
綱
氏
御
出
下
さ
る
由
恐
縮
に
存
し
ま
す　

ど
う
も
私
は
数
学
な
ど
全
く
分
ら
ぬ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
に
て
折
角
お

出
下
さ
っ
て
も
す
ま
な
い
気
持
ち
が
い
た
し
ま
す
」（
三
月
九
日
付
）、「
先
日
は
折
角
お
出
下
さ
い
ま
し
た
が
厳
密
な
数
学
者
に
向

か
っ
て
ぼ
や
ぼ
や
し
た
話
に
て
末
綱
君
に
甚
だ
す
み
ま
せ
ぬ
で
し
た　

ど
う
か
お
詫
び
を
云
っ
て
置
い
て
下
さ
い
…
…
無
理
数
の
こ

と
も
も
う
少
し
考
へ
て
見
た
い
と
お
も
ひ
ま
す
」（
三
月
一
七
日
付
）
と
し
た
た
め
て
い
る
。
下
村
寅
太
郎
を
介
し
て
の
二
人
の
出

逢
い
の
と
き
の
様
子
が
よ
く
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
頃
に
は
、
末
綱
恕
一
の
数
学
的
関
心
は
数
学
基
礎
論
の
分
野
に
傾
い
て
い
た
。
し
か
も
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
一
八
八
三
︱

一
九
六
九
）の
実
存
哲
学
に
親
し
ん
で
い
た
彼
は
、ヒ
ル
ベ
ル
ト（
一
八
六
二
︱
一
九
四
三
）の
形
式
主
義
や
ブ
ラ
ウ
ワ
ー（
一
八
八
一

︱
一
九
六
六
）
の
直
観
主
義
に
も
満
足
せ
ず
、
独
自
の
も
の
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
れ
に
西
田
哲
学
は
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

末
綱
は
驚
く
べ
き
迅
速
さ
で
西
田
哲
学
を
吸
収
し
て
い
っ
た
。
下
村
寅
太
郎
は
そ
こ
に
末
綱
の
哲
学
的
素
質
と
強
い
哲
学
的
要
求

と
を
感
じ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
難
解
の
定
評
の
あ
る
著
作
を
読
破
さ
れ
る
速
さ
に
驚
い
た
。
大
抵
の
読
者
は
一
冊
で
停

滞
し
、
途
中
で
放
棄
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
だ
が
、
末
綱
さ
ん
の
場
合
は
、
吸
取
紙
に
イ
ン
ク
の
染
み
込
む
よ
う
な
趣
き
が
あ
っ

た
。
勿
論
、
末
綱
さ
ん
に
と
っ
て
も
難
解
で
苦
渋
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
西
田
哲
学
の
強
力
な
魅
力
と
共
に
、
そ
れ
以
上
に
、
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内
面
的
共
感
が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
」。

　

末
綱
は
、
大
学
に
進
学
す
る
と
き
、
哲
学
に
す
る
か
、
数
学
に
す
る
か
迷
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
地
元
の
杵
築
中
学
校
に
進
学
し
た

当
時
、
江
戸
中
期
の
哲
学
者
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
︱
一
七
八
九
）
の
研
究
家
で
も
あ
っ
た
校
長
の
藤
井
専
随
が
、
毎
週
一
時
間
の

修
身
の
時
間
に
、
末
綱
少
年
ら
を
前
に
梅
園
の
学
問
や
哲
学
の
講
話
を
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
末
綱
の
哲
学
的
素
質
は
こ
の
時
期

か
ら
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

西
田
哲
学
の
う
ち
、
末
綱
を
と
く
に
引
き
つ
け
た
の
は
、
そ
の
根
本
思
想
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
「
行
為
的
直
観
」
の
思
想
で
あ
っ

た
。
末
綱
は
後
年
「
西
田
先
生
を
念
ふ
」（『
思
想
』
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
号
）
の
中
で
、「
数
学
に
於
て
古
来
数
は
基
数
と
序
数
と

ど
ち
ら
が
先
で
あ
る
か
と
い
ふ
難
問
が
あ
っ
て
、
之
が
そ
の
根
柢
に
あ
る
行
為
的
直
観
を
闡
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
の

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
末
綱
は
続
け
る
。「
基
数
と
い
ふ
は
勿
論
イ
デ
ア
的
、
空
間
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
序
数
と
い
ふ
の
は

数
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
の
で
時
間
的
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
数
へ
る
と
い
う
も
の
を
よ
く
考
へ
て
み
る
に
そ
れ
は
一
を
次

ぎ
次
ぎ
に
加
え
て
行
く
こ
と
で
は
あ
る
が
、
た
だ
一
を
加
へ
た
ば
か
り
で
新
た
な
序
数
が
出
来
る
の
で
は
な
い
。
新
た
な
序
数
が
出

来
る
た
め
に
は
、
一
を
加
へ
て
出
来
る
全
体
を
綜
合
し
て
見
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
行
為
的
直
観
に
よ
っ
て
時
間
的

の
も
の
が
空
間
的
と
な
り
、
序
数
が
基
数
に
な
る
の
で
あ
る
。
時
間
的
な
序
数
と
空
間
的
な
基
数
と
が
矛
盾
的
自
己
同
一
を
な
す
わ

け
で
あ
る
。
従
っ
て
両
者
は
い
づ
れ
が
先
か
と
言
ふ
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
」。
そ
し
て
、
次
の
言
明
は
、

行
為
的
直
観
に
よ
っ
て
西
田
哲
学
の
ま
さ
に
真
髄
に
触
れ
た
と
思
わ
れ
る
末
綱
の
数
学
観
を
示
し
て
い
る
。

今
日
の
数
学
は
多
く
の
記
号
を
幾
ら
か
の
公
理
で
動
か
し
て
行
く
も
の
で
、『
記
号
の
数
学
』
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
記
号
が
世
界
に
於
て
あ
る
も
の
を
表
現
し
て
大
局
か
ら
見
る
と
普
遍
数
学
的
性
格
の
も
の
に
な
る
こ
と
、
即
ち
記
号
の
数
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学
が
『
世
界
の
数
学
』
に
な
る
こ
と
は
、
も
の
を
具
体
的
、
ロ
ゴ
ス
的
に
把
握
す
る
我
々
の
行
為
的
直
観
に
拠
っ
て
、
世
界
の

実
在
が
記
号
で
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。
或
る
も
の
が
他
の
も
の
を
表
現
す
る
と
い
ふ
の
は
、
我
々
が

表
現
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
我
々
が
表
現
す
る
わ
け
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

西
田
も
末
綱
と
の
出
逢
い
を
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
で
い
る
。
西
田
は
四
月
一
日
付
を
皮
切
り
に
直
接
末
綱
宛
に
多
く
の
書
簡
（
三
五

通
ほ
ど
）
を
し
た
た
め
て
い
る
。
や
や
長
い
が
、
当
時
の
様
子
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、
い
く
つ
か
部
分
的
に
引
用
す
る
。

先
日
は
遠
方
を
お
出
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
御
座
い
ま
し
た　

お
目
に
か
ゝ
り
得
た
こ
と
を
喜
ん
で
居
り
ま
す（
四
月
一
日
付
）

再
伸　

普
通
で
は
論
理
と
直
観
と
が
相
離
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ　

直
観
と
は
非
論
理
的
と
す
ら
考
へ
ら
れ
る　

而
し
て
直
観

が
論
理
的
と
な
ら
な
け
れ
ば
知
識
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る　

直
観
的
内
容
は
論
理
の
形
式
に
対
し
て
質
料
的
と
考
へ
ら
れ
る

　

一
応
は
さ
う
と
も
考
へ
ら
れ
る
が　

併
し
単
に
抽
象
論
理
の
形
式
か
ら
何
等
の
客
観
的
〔
知
識
〕
も
成
立
せ
な
い　

数
学
で

も
さ
う
で
あ
ろ
う
と
お
も
ひ
ま
す　

客
観
的
知
識
の
形
式
即
ち
具
体
的
な
論
理
の
形
式
と
い
ふ
の
は
私
は
直
観
を
含
ん
だ
も
の

と
考
へ
る
の
で
御
座
い
ま
す
（
中
略
）

普
通
に
直
観
と
い
ふ
も
の
は
感
覚
的
な
知
覚
の
如
き
も
の
を
考
へ
て
居
る
の
に
過
ぎ
ま
せ
ぬ　

本
当
の
直
観
と
い
ふ
も
の
で
は

な
い
と
思
ひ
ま
す　

無
限
な
る
関
係
の
関
係
と
し
て
定
ま
る
も
の
故
そ
こ
か
ら
又
無
限
の
関
係
が
成
立
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い　

故
に
私
は
行
為
的
直
観
と
も
い
ふ
の
で
御
座
い
ま
す　

我
々
の
世
界
は
無
限
な
る
関
係
の
関
係
と
し
て
行
為
的
直

観
的
に
形
が
定
ま
る
と
共
に
そ
こ
か
ら
又
無
限
の
関
係
が
成
立
し　

形
か
ら
形
へ
と
動
き
行
く
と
お
も
ひ
ま
す　

数
学
と
い
ふ
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の
は
か
ゝ
る
矛
盾
的
自
己
同
一
的
世
界
の
記
号
的
関
係
を
表
す
も
の
か
と
存
じ
ま
す　

故
にM

athesis universalis

〔
普
遍

学
〕
と
い
ふ
こ
と
も
云
は
れ
る
の
で
せ
う
（
四
月
二
日
付
）

御
手
紙
を
拝
見
い
た
し
ま
し
て
喜
ば
し
く
存
じ
ま
し
た　

御
考
は
私
全
く
承
認
い
た
し
ま
す　

哲
学
の
専
門
の
人
が
分
っ
て
く

れ
な
い
の
に
と
に
か
く
そ
こ
ま
で
御
理
解
下
さ
れ
た
こ
と
難
有
存
じ
ま
す　

…
…
数
学
や
科
学
の
基
礎
に
あ
る
行
為
的
直
観
を

明
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
御
考
全
く
そ
の
通
り
で
御
座
い
ま
す　

そ
こ
へ
行
く
と
哲
学
者
は
粗
大
に
て
中
々
む
つ
か
し
い

（
五
月
五
日
付
）

数
学
史
に
於
け
る
精
神
史
的
な
も
の
に
つ
い
て
お
書
き
の
由　

ど
う
か
早
く
出
版
せ
ら
れ
る
こ
と
を
鶴
首
し
て
お
待
ち
申
上
げ

ま
す
」（
八
月
二
三
日
付
）

　

ま
た
、
同
年
七
月
七
日
付
の
務
台
理
作
（
一
八
九
〇
︱
一
九
七
四
）
宛
書
簡
に
は
、「
昨
日
は
下
村
君
と
末
綱
氏
と
が
来
て
く
れ

ま
し
た　

末
綱
と
い
ふ
如
き
数
学
者
が
数
学
の
基
礎
か
ら
私
の
考
に
結
合
し
て
く
れ
る
の
で
私
は
此
上
な
き
愉
快
に
存
じ
居
り
ま
す

　

私
の
場
所
の
論
理
を
媒
介
と
し
仏
教
思
想
と
科
学
的
近
代
精
神
と
の
結
合
と
い
ふ
こ
と
は
私
の
最
も
念
願
と
す
る
所
で
あ
り　

最

終
の
目
的
と
す
る
所
で
御
座
い
ま
す
が　

も
う
さ
う
い
ふ
余
力
も
な
く
な
っ
た
様
に
思
は
れ
ま
す
」
と
あ
り
、
西
田
の
末
綱
へ
の
期

待
ぶ
り
が
現
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
、
末
綱
は
『
数
学
と
数
学
史
』（
弘
文
堂
）
を
刊
行
す
る
。
そ
の
最
後
に
「
数
学
に
於
け
る
行

為
的
直
観
」
と
い
う
章
を
設
け
、
序
で
「
こ
の
難
解
な
哲
学
へ
私
を
導
き
入
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
畏
友
下
村
寅
太
郎
氏
に
対
し
、
こ
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の
機
会
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
念
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
田
に
も
献
本
さ
れ
、
早
速
、
西
田
か
ら

末
綱
の
も
と
へ
お
礼
の
は
が
き
（
二
月
六
日
付
）
が
届
い
た
。「
…
…
本
日
『
数
学
と
数
学
史
』
拝
受
い
た
し
ま
し
た　

難
有
御
礼

申
上
げ
ま
す　

ゆ
っ
く
り
拝
読
御
教
示
仰
ぎ
度
存
じ
ま
す　

そ
の
中
御
来
訪
の
趣
喜
ん
で
お
待
ち
い
た
し
ま
す
…
…
」。
下
村
宛
に

も
二
月
一
〇
日
付
書
簡
で
、「
末
綱
君
の
『
数
学
と
数
学
史
』
一
読
し
た　

哲
学
的
知
識
の
該
博
と
理
解
と
に
敬
服
し
た　

か
う
い

ふ
頭
で
一
つ
深
い
大
き
な
数
学
を
や
っ
て
も
ら
ひ
た
い　

大
切
な
人
と
存
じ
ま
す
」
と
し
た
た
め
て
い
る
。

　

知
ら
れ
て
い
る
限
り
の
、
西
田
の
末
綱
宛
書
簡
で
最
後
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
四
年
五
月
一
八
日
付
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
な
末
綱
の
義
父
桑
木
彧
雄
の
逝
去
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
本
日
の
朝
日
新
聞
に
て
御
嶽
父
桑
木
彧
雄
様
疎
開
地
に
て

突
然
御
逝
去
の
由
拝
見
致
し
実
に
驚
き
ま
し
た　

我
国
の
科
学
的
思
想
発
展
の
為
色
々
の
意
味
に
於
て
大
切
の
御
方
と
存
じ
て
ゐ
ま

し
た
の
で
残
念
の
事
を
い
た
し
ま
し
た　

物
理
学
者
の
方
に
て
哲
学
に
興
味
を
有
ち
理
解
し
下
さ
っ
た
の
も
唯
彼
人
一
人
と
存
じ
ゐ

ま
し
た
の
に
失
望
の
至
り
に
存
じ
ま
す
…
…
」

　
　

四
、
西
田
の
死
と
鈴
木
大
拙
と
の
邂
逅

　

末
綱
は
す
で
に
第
一
高
等
学
校
時
代
か
ら
禅
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寮
の
同
室
の
友
人
か
ら
『
碧
巌
録
』
を
読
む

よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
が
、
禅
録
は
数
学
の
本
を
見
る
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
漏
ら
し
て
も
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
中
、
終
戦
の
年
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
か
ら
、
末
綱
は
東
京
帝
大
数
学
科
の
疎
開
に
伴
い
諏
訪
（
諏
訪
郡

長
地
村
、
現
岡
谷
市
）
に
移
り
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
間
、
五
月
二
五
日
の
空
襲
で
東
京
の
自
宅
を
焼
失
す
る
な
ど
し
て
、
整
理
が

つ
か
ず
雑
然
と
し
て
い
る
う
ち
に
、
西
田
の
訃
報
に
接
し
た
。
同
年
六
月
七
日
、
西
田
幾
多
郎
は
鎌
倉
の
寓
居
で
急
逝
し
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
末
綱
と
西
田
と
の
親
交
は
僅
か
二
年
余
り
で
お
わ
っ
た
。
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翌
々
日
の
六
月
九
日
、
最
後
の
お
別
れ
に
と
鎌
倉
に
馳
せ
つ
け
た
際
、
末
綱
は
思
い
が
け
な
く
鈴
木
大
拙
と
出
逢
っ
た
。
こ
の
と

き
大
拙
は
七
四
歳
、
末
綱
は
四
六
歳
、
こ
れ
を
機
に
末
綱
は
西
田
と
同
様
、
大
拙
を
深
く
敬
慕
し
、
二
人
の
親
交
は
そ
れ
か
ら
二
〇

年
余
り
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

末
綱
は
大
拙
の
示
唆
に
よ
っ
て
華
厳
経
の
研
究
に
沈
潜
す
る
。
彼
は
「
無
分
別
智
」
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
説
い
て
い
る

が
、
数
学
者
と
し
て
、
華
厳
思
想
の
中
に
深
い
数
理
思
想
を
も
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
三
月
刊
行

の
『
華
厳
経
の
世
界
』（
春
秋
社
）
に
結
実
す
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、『
基
礎
科
学
』
に
「
華
厳
思
想

に
於
け
る
数
論
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、翌
年
の
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
は
、『
数
学
の
基
礎
』（
岩

波
書
店
）
を
刊
行
す
る
。
末
綱
に
よ
れ
ば
、
数
学
で
も
基
礎
の
と
こ
ろ
に
は
、
無
分
別
智
が
働
い
て
い
る
と
い
う
。

最
後
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
数
学
で
も
基
礎
の
と
こ
ろ
に
は
、
無
分
別
智
が
働
い
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
数
学

の
基
礎
を
論
ず
る
も
の
は
、
大
部
分
が
形
式
主
義
で
あ
る
が
、
形
式
主
義
で
は
、
例
え
ば
す
べ
て
の
自
然
数
が
一
つ
の
全
体
を

な
す
こ
と
を
、
積
極
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
か
だ
か
自
然
数
全
体
と
い
う
概
念
が
、
矛
盾
の
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
主
張
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。（
中
略
）

こ
の
行
為
的
直
観
に
よ
っ
て
、
時
間
的
な
序
数
が
空
間
的
な
基
数
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
…
…
即
ち
両
者
は
矛
盾
的
自
己
同
一

を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
概
念
に
つ
い
て
、
先
後
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
解
明
す
る
も

の
も
、
無
分
別
智
に
外
な
ら
な
い
。
法
蔵
が
一
か
ら
十
ま
で
の
十
数
を
と
っ
て
（
彼
は
具
体
的
に
十
銭
を
と
り
出
す
）、
華
厳

法
界
観
を
解
説
し
た
こ
と
を
想
起
し
、
自
然
数
と
い
う
も
の
が
、
人
間
の
思
惟
の
最
深
所
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
看

取
す
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
自
然
数
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
き
、
空
観
は
何
処
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
個
々
の
数
を
独
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立
し
て
存
在
す
る
も
の
と
看
做
さ
な
い
で
、次
第
に
1
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
相
互
依
存
の
関
係
で
見
る
縁
起
観
に
、

現
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
自
然
数
か
ら
そ
の
順
序
を
取
除
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
を
一
つ
の
全
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
到

底
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

末
綱
は
続
け
て
、
実
数
に
つ
い
て
も
無
分
別
智
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
説
き
、「
こ
れ
で
、
数
学
の
基
礎
に
お
い
て
も
、

無
分
別
智
の
働
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
大
拙
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
四
月
六
日
付
の
末
綱
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

末
綱
君 N

ew
 Y

ork 

四
月
六
日
／
貴
著
あ
り
が
た
く
拝
受
／
中
々
骨
の
折
れ
た
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
、
自
分
も
去
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
で
華
厳
の
講
義
を
し
て
居
ま
す
、
華
厳
は
昔
か
ら
感
興
深
く
読
ん
で
居
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
い

ざ
ま
と
め
て
講
釈
で
も
し
や
う
と
思
ふ
と
、
ど
こ
か
ら
手
を
下
し
て
よ
い
か
、
容
易
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
ま
す
、
死
ぬ
ま
で
に
、

何
か
書
い
て
お
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
、
外
国
文
に
直
し
て
見
よ
う
と
す
る
と
、
言
葉
が
自
由
に
な
ら
ず
、
そ
れ
か
ら
途
轍
も
な

い
思
想
や
ら
情
趣
が
湧
き
出
し
て
来
て
、
そ
の
取
扱
ひ
が
頭
痛
の
種
に
な
る
、
西
洋
人
で
は
華
厳
を
こ
な
し
得
る
用
意
が
出
来

て
居
る
か
、
わ
か
ら
な
い
、
併
し
東
洋
か
ら
持
ち
出
す
べ
き
文
化
財
の
う
ち
で
は
尤
も
大
切
な
も
の
と
、
自
分
は
考
え
て
居
ま

す
、
／
貴
書
に
、
も
つ
と
も
つ
と
数
学
を
取
り
入
れ
て
、
解
説
せ
ら
れ
て
、
然
る
べ
か
ら
ん
と
、
思
ひ
ま
す
が
如
何
、
自
分
は

数
学
を
知
ら
ぬ
の
で
困
つ
て
居
ま
す
が
、
零
＝
無
限
、
無
限
＝
零
と
云
ふ
式
に
し
て
、
華
厳
を
説
明
し
た
い
と
、
歩
を
進
め
ま

す
。
固
よ
り
専
門
家
の
許
さ
ぬ
と
こ
ろ
で
せ
う
が
、
華
厳
は
こ
の
イ
ク
ヱ
ー
シ
ョ
ン
で
行
く
と
、
わ
か
り
易
い
で
は
な
い
か
と

信
ず
る
、
今
度
帰
国
し
た
ら
御
目
に
か
か
り
て
、
色
々
と
御
指
導
を
承
り
た
い
の
で
す
、
／
貴
著
の
数
学
の
基
礎
を
よ
ん
で
も
、
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素
養
の
な
い
自
分
に
は
、
わ
か
ら
ぬ
こ
と
の
み
が
多
い
、
／
下
村
さ
ん
は
も
う
御
帰
国
と
信
ず
、
当
地
へ
お
立
ち
寄
り
に
な
ら

な
か
つ
た
の
が
、
遺
憾
で
す
、
／
…
…

　

一
方
で
末
綱
は
、「
今
日
の
仏
教
が
持
つ
べ
き
社
会
性
と
近
代
性
は
、
分
別
智
を
軽
視
す
る
限
り
、
基
礎
づ
け
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
も
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
科
学
技
術
の
文
明
は
も
う
既
に
大
分
弱
点
や
限
界
を
現
わ
し
て
来
た
け
れ
ど
も
、
合
理
的

な
考
え
方
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
発
展
す
る
に
相
違
な
い
。
従
っ
て
分
別
智
を
す
べ
て
否
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
仏
教
は
い
よ
い
よ
世
間

か
ら
遊
離
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
仏
教
が
世
間
の
人
々
を
救
い
、
こ
の
世
に
仏
国
土
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
大
智

と
大
悲
と
を
支
柱
と
す
る
仏
教
に
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
あ
る
種
の
分
別
智
に
相
当
の
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
下
村
寅
太
郎
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
華
厳
の
「
無
分
別
の
分
別
」
論
は
末
綱
の
晩
年
の
根
本
思
想
と
し
て
甚

だ
重
要
で
あ
っ
た
。

　

末
綱
の
根
本
思
想
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
か
つ
て
、
科
学
を
善
玉
、
宗
教
を
悪
玉
と
す
る
構
図
で
、
ガ
リ

レ
オ
の
宗
教
裁
判
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
近
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
論
じ
る
際
に
、
科
学
と
宗
教
の
関
係
を
、

今
度
は
逆
の
構
図
（
す
な
わ
ち
科
学
を
悪
玉
、
宗
教
を
善
玉
）
と
し
て
眺
め
る
の
は
、
前
者
と
同
様
、
短
見
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
末
綱
な
ら
そ
う
注
意
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

五
、
西
田
、
大
拙
、
下
村
の
数
学
の
先
生

　

西
田
も
大
拙
も
、
末
綱
恕
一
の
よ
う
な
哲
学
や
宗
教
に
意
識
的
で
あ
っ
た
「
数
学
者
」
に
対
し
て
特
別
な
親
近
感
を
も
っ
て
接
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
数
学
教
育
を
受
け
た
環
境
と
何
か
し
ら
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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西
田
と
大
拙
は
石
川
県
専
門
学
校
（
後
に
第
四
高
等
中
学
校
）
で
は
じ
め
て
出
逢
っ
て
親
友
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き

二
人
が
指
導
を
受
け
た
数
学
教
師
が
北
条
時と
き

敬ゆ
き

で
あ
っ
た
。

　

北
条
先
生
は
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
の
第
二
回
目
の
卒
業
生
二
名
の
う
ち
の
一
人
で
、
大
拙
は
「
西
田
の
思
い
出
」
の
中
で
こ

う
記
し
て
い
る
。「
西
田
が
数
学
に
堪
能
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
若
い
頃
か
ら
著
し
か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
北
条
時
敬
先
生
の
宅
に

寄
居
し
て
居
た
の
で
、
数
学
的
頭
脳
は
益
々
発
達
し
た
の
で
あ
ら
う
。
北
条
先
生
は
…
…
校
長
の
武
部
直
松
さ
ん
が
、
東
京
か
ら
招

き
寄
せ
た
新
進
の
先
生
の
一
人
で
あ
つ
た
。
立
派
な
教
育
家
で
、
学
習
院
院
長
を
最
後
と
し
て
教
育
界
か
ら
退
か
れ
た
。
先
生
が
専

門
学
校
へ
来
ら
れ
て
か
ら
、
学
校
の
数
学
教
育
は
面
目
を
改
め
た
。
自
分
等
は
大
い
に
勉
強
し
た
、
さ
う
し
て
又
勉
強
す
る
や
う
に

教
へ
ら
れ
た
。
数
学
の
予
習
に
夢
中
に
な
る
や
う
に
な
つ
た
」。
実
際
、
北
条
時
敬
の
数
学
の
授
業
は
西
田
や
大
拙
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
ま
た
、
北
条
先
生
は
今
北
洪
川
の
も
と
で
坐
禅
を
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
大
拙
に
禅
を
目
覚
め
さ
せ
た
の
も
北
条
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

北
条
時
敬
は
後
に
東
北
帝
国
大
学
第
二
代
総
長
に
な
っ
て
い
る
。
数
学
者
の
上
野
健
爾
氏
や
新
井
仁
之
氏
に
よ
れ
ば
、
北
条
は
数

学
者
掛
谷
宗
一
（
当
時
、
東
北
大
助
教
授
）
の
掛
谷
問
題
誕
生
に
も
ひ
と
や
く
買
っ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
入
学
を
は
じ
め
て
認

め
、
東
北
帝
大
は
女
性
の
入
学
を
認
め
る
当
時
た
だ
一
つ
の
帝
国
大
学
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

下
村
寅
太
郎
に
も
中
学
時
代
、
彼
の
学
問
形
成
を
導
い
た
良
き
数
学
の
恩
師
家
村
清
一
先
生
が
い
た
。
下
村
は
「
私
は
小
学
校
か

ら
大
学
を
出
る
ま
で
い
つ
も
よ
き
師
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
と
幸
福
の
念
な
し
に
は
回
想
で
き
な
い
」
と
し
て
、
家
村
先
生
の
こ

と
を
次
の
よ
う
に
偲
ん
で
い
る
。

家
村
先
生
は
私
の
数
学
の
恩
師
で
あ
る
。
私
は
先
生
か
ら
直
接
に
授
業
を
受
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
私
の
不
運
で
あ
っ
た
。
先
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生
は
私
が
中
学
を
卒
業
し
た
後
に
母
校
の
中
学
に
来
ら
れ
た
。
先
生
は
…
…
高
等
学
校
の
入
学
試
験
に
一
度
失
敗
し
て
受
験
が

嫌
に
な
り
、
一
人
で
勉
強
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
校
長
は
…
…
剛
腹
で
高
邁
な
森
外
三
郎
先
生
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
教
員
資
格
」
の
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
家
村
先
生
を
迎
え
ら
れ
た
。
私
が
才
能
を
も
顧
み
ず
数
理
哲
学
を
勉
強
す
る
と
い
う
の

で
母
校
の
旧
担
任
の
先
生
が
家
村
先
生
を
紹
介
し
て
下
す
っ
た
。
後
、
ず
っ
と
家
村
先
生
か
ら
数
学
の
指
導
を
う
け
た
。
…
…

先
生
の
指
導
法
は
独
特
で
、
何
か
教
え
を
乞
う
と
、「
そ
ん
な
も
の
は
何
で
も
な
い
、
こ
れ
こ
れ
の
書
物
を
読
み
な
さ
い
」
と

言
っ
て
、
立
派
な
外
国
書
を
下
さ
る
。
後
に
や
や
現
代
の
数
学
の
状
況
が
判
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の
教
示
さ
れ
頂

戴
し
た
書
物
が
い
ず
れ
も
皆
そ
の
方
面
の
最
高
峰
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

森
校
長
が
三
高
の
校
長
に
転
じ
ら
れ
、
後
任
の
校
長
の
代
に
な
っ
て
、
教
員
資
格
の
有
無
と
か
で
先
生
は
罷
免
さ
れ
た
。
私
は

…
…
校
長
の
と
こ
ろ
へ
抗
議
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
新
校
長
さ
ん
は
「
中
学
の
教
員
は
訓
育
が
大
切
で
、
学
者
の
養
成
を
す
る

の
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。（「
旧
師
ふ
た
り
」）

　

末
綱
恕
一
が
西
田
や
大
拙
、
そ
し
て
下
村
に
魅
了
さ
れ
た
の
も
、
彼
ら
が
青
年
期
に
こ
う
し
た
良
き
数
学
教
師
に
出
逢
っ
て
い
た

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

六
、
お
わ
り
に

　

一
般
的
に
は
、
数
学
と
哲
学
、
あ
る
い
は
数
学
と
仏
教
と
は
、
互
い
に
相
容
れ
な
い
異
質
な
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

末
綱
恕
一
は
そ
れ
ら
を
体
系
的
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
。
大
拙
に
師
事
し
た
翌
年
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
は
、
帝
国
学
士

院
会
員
に
選
ば
れ
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
、
翌
年
開
催
予
定
の
代
数
的
整
数
論
国
際
会
議
の
組
織
委
員
長
と
な
り
、
実
際
、
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翌
年
の
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
、
東
京
︱
日
光
で
開
か
れ
た
代
数
的
整
数
論
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
長
を
務
め
る
な
ど
、
数

学
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
三
月
三
日
、
青
山
葬
儀
場
に
お
い
て
高
木
貞
治
の
葬
儀
が
執
り
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
葬
儀
委
員
長
を
務
め
た
の
も
末
綱
恕
一
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
多
忙
の
な
か
、
末
綱
は
、
汽
車
を
乗
り
継
ぎ
、
長
距
離
を
歩
く
な
ど
し
て
、
郷
里
の
老
母
を
訪
ね
る
こ
と
も
決
し
て
忘

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
華
厳
経
に
魅
了
さ
れ
、
華
厳
思
想
に
基
づ
き
、
絶
え
ず
科
学
技
術
と
仏
教
の
融
合
の
可
能
性
を
探
り
、
そ
の

成
果
を
発
信
し
続
け
た
世
界
的
数
学
者
末
綱
恕
一
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
八
月
六
日
、
七
一
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
哲
学

的
宗
教
思
想
家
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。

　

下
村
寅
太
郎
に
よ
れ
ば
、
末
綱
の
遺
族
は
、
西
田
先
生
に
私
淑
し
て
い
た
恕
一
の
意
志
を
推
し
量
っ
て
、
西
田
の
第
二
の
墓
所
、

鎌
倉
東
慶
寺
（
西
田
の
遺
骨
は
三
分
さ
れ
て
、
墓
所
は
三
ヶ
所
あ
る
）
に
眠
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
ヶ
所

だ
け
空
地
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
そ
れ
も
す
で
に
予
約
済
み
（
谷
川
徹
三
氏
）
と
な
っ
て
お
り
、
も
は
や
そ
の
余
地
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
拙
稿
「
末
綱
恕
一
に
と
っ
て
の
科
学
と
宗
教
―
数
学
者
そ
し
て
哲
学
的
宗
教
思
想
家
」（『
宗
教
と
現
代
が
わ
か
る

本2011

』、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
内
容
等
を
加
筆
し
、
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

近
代
科
学
と
宗
教　

行
為
的
直
観　

華
厳
思
想
と
数
学　

無
分
別
の
分
別

　

哲
学
的
宗
教
思
想
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